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早期解決を図る教育相談の進め方
－ 解決志向アプローチ（ＳＦＡ）を生かした取組を通して －

学校では，不登校や友人関係など児童生徒

の様々な課題の解決を図るため，定期相談や

呼び出し相談などの教育相談を行っている。

しかし，時間的な制約が多いことから，相談

時間の確保や限られた時間で解決を図るため

の工夫が求められている。

そこで本稿では，早期解決を図っていくブ

リーフ・セラピーの一技法である「解決志向

アプローチ（Solution-Focused Approach以

下ＳＦＡ）」を生かした教育相談について述

べる。

１ ＳＦＡの基本的な考え方

ＳＦＡは，家庭の養育環境や児童生徒の

発達課題といった原因や問題点に焦点を当

てるのではなく，児童生徒が課題を解決し

た後の姿（解決像）を設定し，今の状況で

実行可能な行動（行動目標）を考え，実践

していくことで課題の解決を目指すもので

ある。

そのために教師は，次の３原則に基づき，

児童生徒がリソース（人的・物的な「良い

ところ」や「持ち味」）を効果的に使える

ように援助していくことが大切であるとさ

れている。

２ ＳＦＡを生かした教育相談の流れ

ＳＦＡを生かした教育相談の流れは次の

ようになる。

なお，各段階における基本的な考え方と

留意点は，以下のとおりである。

(1) 安心して相談できる雰囲気をつくる

(1) 安心して相談できる雰囲気をつくる。

(2) 解決像と行動目標を設定する。

(3) 解決の方向付けをする。

(4) 対処方法の検討をし，決定する。

(5) 成果を見守る。

【ＳＦＡの３原則】

① うまくいっているなら，変えようとするな。

② うまくいったら，それをもう一度繰り返せ。

③ うまくいかなかったら，何か違うことをせよ。

児童生徒の様子を見ながら困っている程度や課

題解決に対する気持ちなどについて把握する段階

である。

教師は，児童生徒の思いを十分に受け止めるこ

とで，児童生徒は自分の気持ちを話すようになる。

【留意点】

○ 児童生徒の肯定的な内容に着目し，その内容

を繰り返し伝えることで，児童生徒が自分のよ

さに気付くよう援助する。

○ 呼び出し相談においては，その理由を明確に

告げるなどの配慮をする。
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(2) 解決像と行動目標を設定する

(3) 解決の方向付けをする

課題を解決した後の「解決像」と今の力で実

行可能な「行動目標」を設定する 段階である。

教師は，児童生徒に「自分が将来どうなってい

ればよいのか」ということを丁寧に聴き取り，解

決像を明確につかませる。そして，その解決像を

基に行動目標を設定する。行動目標については，

児童生徒に「できた」という成功体験を積み重ね

させるため，以下のような目標を設定する。

【留意点】

解決像が設定しにくい児童生徒に対しては，問

題が解決した後の姿を聴く質問（ミラクル・クエス

チョン）を行う。解決後の状態から今の自分を見

つめ，目標を探っていけるよう配慮する。

１ 小さく現実的で，達成可能な目標

２ 具体的な行動で語れる目標

３ 否定的でなく，肯定的に語れる目標

よし，まずは朝７時に
起きることから始めよう。

登校して，教室で授業を受
けたいな。
将来の自分の姿をしっかり

イメージしなきゃ。

□ ミラクル・クエスチョン（「奇跡」を聞く質問）

解決後の状態を具体的に想起させることで，

「自分は，こんな自分(姿）になりたいんだ。」

という思いがあることを明確につかませ，そ

の答えの中に解決の鍵を探る。

例）「もし，奇跡が起きてあなたが寝ている間

に問題が全部解決したと想像してみてね。

明日は自分のどこが変わっているかな。昨日

と違っているところはどこかな。」

「行動目標」を達成するために，児童生徒の活

用できそうなリソースを探していく段階である。

教師は，児童生徒が自分のリソースを生かした

適切な行動目標を設定しているかどうかを検討す

る。

朝，目覚まし時計をセット

しよう。
お母さんにも声をかけても

らおうかな。

(4) 対処方法を検討し，決定をする

(5) 成果を見守る

【留意点】

リソースを見つけられない児童生徒に対しては，

今の気持ちを数字で聞く質問（スケーリング・ク

エスチョン）や「しのぎ方」を聞く質問（コーピ

ング・クエスチョン）が有効である。

これらの質問技法を活用して，児童生徒自らが，

自分のリソースに気付いていけるようにする。

□ スケーリング・クエスチョン(「程度」を聞

く質問）

児童生徒の感情や意欲を理解したり，現在

の状況を把握したりするために用いられる質

問である。どのような状況であっても肯定的

に受け止め，すでに実行している行動につい

て認める。また，状況がよくなるためには，

何がどう変わればよいのかなどを尋ね，その

答えの中に解決の鍵を探る。

例）「最悪の気分が１点，最高の気分が10点だ

とすると，今日の気分は何点かな。」「今の

点数に１点がプラスされるには，何がどんな

ふうに変わるとそうなるのかな。」

□ コーピング・クエスチョン（「しのぎ方」

を聞く質問）

スケーリング・クエスチョンにおいて１点

の場合に有効な質問である。そんな状況で今

の姿勢でいられることを褒め，それを維持で

きている要素を尋ね，その答えの中に解決の

鍵を探る。

例）「今の状況は１点なんだ。そんな状況の中

でよく学校に来られたね。えらかったね。ど

うしたらそうすることができたの。」

その日の教育相談を振り返り，まとめる段階で

ある。

教師は，児童生徒と教育相談を振り返りながら，

解決像や行動目標，リソースなどを確認すること

になる。

【留意点】

児童生徒に既にできていることを認識させるこ

とで，「自分にもできそうだ。」という自己効力

感をもたせる。このことが児童生徒の精神的なエ

ネルギーを高め，自信につながっていく。

２回目以降に行う教育相談で，何がよくなった

のかを聴き，よくなったことを確認しながら進め

ていく段階である。

この段階で，行動目標が児童生徒の現状にふさ

わしくないと思われる場合は，新しい行動目標

を設定することになる。実行できるようになっ

た行動については，継続させ習慣化が図られる

ようにする。
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以上のようにＳＦＡを生かした教育相談

では，明確な解決像や行動目標を設定させ

ることが重要になる。先に述べた質問以外

には，次のような質問がある。

３ ＳＦＡを生かした教育相談の実際

ＳＦＡを生かした教育相談の実際につい

てその一部を紹介する。

□ 「例外」を聞く質問

例外的にうまくいったときや，いつもよりよ

かったときなどの，問題に対する「例外」を聞

いて，その答えの中に解決の鍵を図る。

例）「どうして昨日だけはうまくいったのかな。

いつもと違うことがなかったかな，小さいこと

でもいいから思い出してもらえないかな。」

□ 「問題の外在化」を聞く質問

問題点を本人の中から外へ取り出してしまう

ことによって，本人とは別の問題点を作り出し

てしまう技法。問題点や症状に合うニックネー

ムを付けることにより，児童生徒と教師が問題

や症状を客観視しやすくなるため，具体的な行

動目標が設定しやすくなる。

例）「そうか，『イライラ』が原因で殴り合いに

なったのか。じゃあ，その『イライラ虫』をお

となしくさせる方法を考えればいいのかな。ど

んな方法でおとなしくさせるか，一緒になって

考えてみようか。」

【留意点】

うまくいかなかった場合，他にどんな方法があ

るか，どんなことができそうなのかを考えさせ，

原因追及にとらわれないよう配慮する。

１ 対 象

小学５年生男子 Ａ太

２ 状 況

かっとなった時に，叩いたり蹴ったりしてし

まい，そのことが原因で友達とのトラブルが絶

えない状況にあった。

(1) 安心して相談できる雰囲気をつくる。

担任： Ａ太さん，友達とのけんかは，「イライ

ラ虫」がそうさせるのかな。

Ａ太： はい・・・。

担任： 「イライラ虫」は強敵ですか。

Ａ太： ・・・かなり強敵だと思う。

※ ～～線は「問題の外在化」

(2) 解決像と行動目標を設定する。

担任： Ａ太さん，もし，明日の朝，目が覚めた

ときに，「イライラ虫」が全部いなくなっ

たとしたら，何が変わっているんだろうか。

Ａ太： みんなとけんかしなくなる。

担任： じゃあ，みんなとけんかしなくなるって

いうゴールに向かって先生と一緒にやって

みようか。そのために，今，Ａ太さんが自

分でできることはないかな。

Ａ太： 「イライラ虫」が出てきたときに，先生

に知らせる。

担任： なるほど，それは，いいね。

※ ～～線は「ミラクル・クエスチョン」

(3) 解決への方向付けをする。

(4) 対処方法を検討し，決定する。

担任： ところで，「イライラ虫」が出やすいの

は，何をしているときかな。

Ａ太： 昼休みのドッジボール・・・。

担任： そう，じゃあ，もし，先生が近くにいな

かった場合はどうするの。

Ａ太： ・・・。

担任： 先生以外に自分の気持ちを話せる人がい

るかな。

Ａ太： Ｂ男と理科のＤ先生。

担任： そうか，自分の気持ちをＢ男さんと理科

のＤ先生には言えるんだ。気持ちが分かり

合える友達や先生がいてすばらしいね。じ

ゃあ，今からＢ男さんとＤ先生を呼んで，

今の話を相談してみようか。

Ａ太： うん，いいよ。

※ ～～線はリソースを引き出す質問

(5) 成果を見守る。

担任： 最近どうかな，「イライラ虫」は・・・。

Ａ太： うん。自分の気持ちがちゃんとＢ男やＤ

先生に話せているよ。

担任： そう，しっかり実行できているんだね。

その調子で仲良くできるといいね。

Ａ太： うん。でも，話せる人がいないときは，

どうしたらいいのかなあ・・・。

担任： そうか，先生たちがいないときが困っち

ゃうのかな。

Ａ太： うん。

担任： じゃあ，先生たちがいないときに自分で

「イライラ虫」をおとなしくさせる 方 法

を一緒に考えてみようか。

※ ～～線は，できた行動を認めたり、褒めた

りすることで適切な行動をするよう促し，行

動の強化をしている。また，うまくいかない

場合については、行動の内容をさらに検討し，

行動目標を工夫していくことになる。
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１ 対 象

中学２年生女子 Ａ子

２ 状 況

１年生の３学期から不登校となり，新年度に

新しい担任が引き継いだ。不登校当初は，自分

の部屋にこもりがちで体調不良を訴えることが

少なくなかった。本人は，学校には行きたいけ

ど行けないという気持ちを抱いている。

担任は，定期的に家庭訪問や電話連絡を行う

ことでＡ子の状態を把握している。

□ 家庭訪問時における教育相談

(1) 安心して相談できる雰囲気をつくる。～

(4) 対処方法の検討と決定をする。

担任： Ａ子さん，最近，体の具合はどうかな。

まだ，頭痛は続いているの。

Ａ子： いいえ，もう，大丈夫です。

担任： よかった。先週来たときは，頭痛でつら

そうだったから，安心したよ。

担任： ところで，何となく表情に元気がないん

だけど，どうかしたの，何かあったの。

Ａ子： 何となくやる気が起きなくって・・・。

担任： そう，何となくやる気が起きないんだ。

じゃあ，最悪を１点，最高を10点とすると，

今の状態は，何点ぐらいかな。

Ａ子： う～ん・・・，１点かな。

担任： そうか，１点なのに先生によく会ってく

れたね。ありがとう，先生はうれしいよ。

※ ～～線は，Ａ子自身のリソースを見付ける

と同時に「何となくやる気が起きない。」と

言ってはいるが，「先生に会うことはでき

た。」という「例外探し」も促す内容である。

このことで，すぐにＡ子には，表情が明るく

なるなどの変化が見られた。そこで，

担任： Ａ子さん，もし，今夜，奇跡が起きて，

明日の朝，あなたの悩んでいることが全部

解決したら，その日一日は，どんな一日に

なると思う。どんなことをしているかな。

Ａ子： 学校に行っているかな。

担任： そう，Ａ子さんは，全部問題が解決した

ら，学校に通っているって思うんだ。

自分が学校に通ったり，授業を受けたり

する姿をイメージしたりすることはとても

大事なんだよ。そのイメージが実現できる

ように先生と一緒に取り組んでみようか。

Ａ子： はい。

※ ～～線は将来の解決像を意識付ける内容

担任： Ａ子さん，さっきの話だけど，この一週

間をどのようにして過ごしたの。

Ａ子： 漫画を読んだり，音楽を聴いたり，お風呂掃

除をしたり・・・。

担任： 何もしたくないのによく頑張っているな

あ。お風呂掃除をするなんてすごいよ。

※ 「何となくやる気が起きない。」という訴

えの裏には，「張りのある一日を過ごしたい。」

教育相談は，児童生徒が来るのを待って行

うのではなく，学校の様々な教育活動の中で

積極的に展開されることが大切である。その

ためにも教室や廊下，休み時間，給食時間等

の様々な機会に示されるサインとも言える児

童生徒一人一人の表情や言動等が意味すると

ころを見逃さないことが肝要である。
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という思いが隠されており，その解決像

として，すでに取り組んでいる「漫画を読

む。」「音楽を聴く。」「お風呂掃除をする。」

の三つを意識的に引き出し，引き続き実行さ

せていくことにした。

その数日後，Ａ子に変化が起き「何となく

やる気が起きない。」ということを言わなく

なってきた。また，お風呂掃除も丁寧に取り

組んでいるという。そこで，

担任： 今の状態は，どうかな。何点ぐらいだと

思う。

Ａ子： ３点ぐらいかな。

担任： １点からいっきに２点も上がったね。な

ぜ２点も上がったのかな。

Ａ子： お風呂掃除もがんばっているし，食器洗

いもするようになったし・・・。

担任： 頑張っているね，お母さんも喜んでいた

よ。じゃあ，３点が４点になったとしたら，

他にどんなことができるかな。

※ ～～線はスケーリング・クエスチョンを用

いながらリソースを引き出している。

Ａ子： えっと，犬の散歩ができるかな。

担任： そう，犬の散歩ができるんだ。

Ａ子： はい，朝の散歩ならできそうです。

(5) 成果を見守る。

担任： 最近，犬の散歩はどうかな。

Ａ子： ちゃんと続けていますよ。

担任： そう，えらいなあ。さすがだね。じゃあ，

そろそろ次の行動目標を考えようか。

Ａ子： はい。

担任： よし，じゃあ，今度はどんなことに取り

組んだらよいか，一緒に考えてみよう。

（教育相談課）


